
●
福
田

急
激
な
景
気
後

退
と
雇
用
不
安
、
企
業
誘

致
に
ど
う
対
応
す
る
か
、

不
安
定
労
働
下
で
は
購
買

力
が
伸
び
な
い
、
将
来
に

向
け
た
雇
用
安
定
策
、
就

労
確
保
が
な
く
て
は
、
人

口
流
失
が
止
ま
ら
な
い
。

企
業
誘
致
及
び
産
業
振
興

策
に
は
上
下
水
道
の
整
備

が
必
要
と
思

う
。ま

た
、
障

害
者
の
就
労

は
。
イ
ン
タ
ー

開
通
に
合
わ

せ
て
、
寺
町

方
面
に
集
客

力
の
あ
る
施

設
を
企
画
し

て
は
ど
う
か
。

■
町
長

雇
用
安
定
策
は
、

所
得
の
安
定
を
も
た
ら
し

ひ
い
て
は
地
域
力
の
向
上

に
繋
が
る
。

今
後
、
尾
道
松
江
の
供

用
開
始
を
見
据
え
て
常
時

雇
用
の
出
来
る
企
業
誘
致

に
取
り
組
む
。障
害
者
雇

用
は
能
力
及
び
適
正
に
応

じ
た
雇
用
・
相
談
業
務
事

業
に
勤
め
る
。企
業
誘
致

に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整

備
が
必
要
と
考
え
る
。

●
矢
山

用
地
を
買
収
し

て
も
出
来
な
い
県
道
が
多

い
が
、
改
良
の
説
明
が
必

要
で
は
な
い
か
。

交
通
止
め
の
続
く
安
田

徳
市
線
の
早
期
完
了
と
県

道
中
安
田
・
田
打
線
の
安

田
地
区
の
改
良
は
。

■
町
長

県
は
、
Ｈ
21
年

度
建
設
事
業
費
を
14
％
削

減
の
方
向
で
、
早
期
完
了

を
要
望
す
る
。
ト
ン
ネ
ル

部
分
は
Ｈ
25
年
完
成
を
。

中
安
田
・
田
打
線
は
ま

だ
京
丸
地
区
が
２
億
円
分

残
っ
て
お
り
、
今
は
計
画

が
な
い
。

●
矢
山

保
育
の
民
営
化

が
進
む
中
、
希
望
者
が
全

員
入
所
で
き
る
対
応
を
求

め
る
。

Ｈ
21
年
４
月
に
認
定
こ

ど
も
園
が
出
来
る
が
町
の

対
応
は
。

借
地
を
め
ぐ
っ
て
は
、

早
期
に
解
決
を
は
か
る
べ

き
で
あ
る
が
。

■
町
長

保
育
所
の
一
体

的
な
利
用
の
た
め
位
置
を

変
更
。
仮
処
分
の
却
下
に

よ
り
利
用
は
変
わ
っ
て
お

ら
ず
和
解
の
努
力
を
す
る
。

保
育
所
は
、
自
由
な
選

択
に
よ
り
入
所
で
き
る
。
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福田義人議員

雇
用
安
定
策
は
、

地
域
力
の
向
上
に
必
要

雇
用
確
保
と
企
業
誘
致
は

A �
行
政
効
率
・
縦
割
り
行
政
の

払
拭
に
努
め
る

住
み
よ
い
世
羅
町
の
実
現
に
む
け
て

A �●
福
田

住
民
に
身
近
な

町
政
維
持
を
す
る
に
は
、

行
政
改
革
の
実
行
が
必
要

だ
。
特
に
、
処
理
の
時
間

の
短
縮
・
時
間
の
コ
ス
ト

意
識
も
重
要
だ
。ま
た
、縦

割
り
行
政
の
払
拭
、
苦
情

処
理
や
申
請
事
項
の
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

■
町
長

行
政
改
革
に
は
、

行
政
効
率
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
コ
ス
ト

の
中
に
、
時
間
が
あ
る
こ

と
ス
ト
レ
ス
の
な
い
町
政

を
追
及
、
苦
情
処
理
や
申

請
の
審
査
の
時
間
短
縮
に

取
り
組
む
。

滞
納
管
理
シ
ス
テ
ム
は

Ｈ
22
年
度
ま
で
に
行
う
よ

う
に
検
討
す
る
。
縦
割
り

行
政
の
払
拭
、
債
権
回
収

情
報
の
一
元
化
は
、
管
理

回
収
組
織
を
検
討
す
る
。

ハローワーク尾道

矢山 武議員

早
期
の
開
通
を
め
ざ
す

今
後
の
道
路
改
良
は

A �●
矢
山

高
齢
化
の
中
で
、

農
業
後
継
者
育
成
が
必
要

で
あ
り
農
地
を
守
り
、
イ

ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
対
策

の
強
化
を
求
め
る
。

た
め
池
改
修
を
進
め
る

た
め
負
担
減
を
は
か
れ
。

■
町
長

町
の
施
策
と
し

て
は
困
難
で
あ
る
。
イ
ノ

シ
シ
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
国
・
県
の
対
策
を
利

用
し
被
害
防
止
、
保
護
体

制
を
強
化
。

た
め
池
改
修
に
つ
い
て

は
町
も
上
乗
せ
し
て
い
る
。

国
・
県
に
対
し

要
望
し
た
い

後
継
者
の
育
成

で
農
地
を
守
れ

A �
町道安田徳市線工事

借
地
は
和
解
の

努
力
を
す
る

保
育
所
と
認
定

こ
ど
も
園
は

A �



●
中
村

財
源
の
安
定
確

保
を
ど
こ
に
求
め
る
の
か
。

歳
出
の
大
幅
な
削
減
は

何
を
削
減
す
る
の
か
。

■
町
長

財
源
確
保
は
活

用
見
込
み
の
無
い
公
有
財

産
の
処
分
や
、
企
業
誘
致
、

公
の
施
設
の
再
編
整
備
。

物
件
費
の
経
費
削
減
合

理
化
な
ど
削
る
と
こ
ろ
が

残
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
は
民
間
委
託
の
推

進
、
定
員
管
理
及
び
給
与

費
の
適
正
化
な
ど
が
中
心

と
な
っ
て
く
る
。

●
中
村

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

中
の
産
業
・
医
療
体
制
・

自
治
活
動
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

■
町
長

企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
今
後
10
年
先
の
地

域
成
長
戦
略
と
し
て
積
極

的
に
推
進
す
る
。
企
業
誘

致
促
進
本
部
会
議
を
毎
月

開
催
し
て
い
る
。
定
住
対

策
に
つ
い
て
は
県
立
広
島

大
学
と
の
連
携
事
業
と
し

て｢

人
口
減
少
に
お
け
る

地
域
社
会
の
変
貌
と
今
後

の
定
住
施
策｣

と
し
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
よ
り
広
島
大
学
病

院
卒
後
臨
床
研
修
に
お
け

る｢

地
域
保
健
研
修
協
力

型
病
院
の
指
定｣

を
受
け

医
師
確
保
に
取
り
組
ん
で

ゆ
く
。

く
い
市
民
病
院
と
の
統

合
は
地
域
住
民
の
意
向
調

査
結
果
と
両
病
院
の
現
況

等
を
も
と
に
検
討
す
る
。

医
療
費
助
成
制
度
を
、

中
学
生
ま
で
に
拡
大
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
財
政

状
況
を
も
と
に
検
討
す
る
。

自
治
組
織
の
施
設
整
備

は｢

住
民
参
加
型
ま
ち
づ

く
り
基
金(

仮
称)

の
創

設
を
検
討
し
て
い
る
。

●
奥
田

統
合
を
控
え
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
若

者
定
住
策
が
明
確
で
な
い
。

保
護
者
と
子
ど
も
が
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
な
い
体
制
に

す
べ
き
だ
。
相
談
機
能
も

あ
る
が
退
所
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
育
児
期
間
と
し

て
、
一
年
程
度
を
認
め
る

べ
き
だ
。
保
小
連
携
で
バ

ス
通
園
の
活
用
は
ど
う
か

窓
口
手
続
で
押
印
廃
止
も

考
え
て
ゆ
く
べ
き
。

■
町
長

出
産
後
の
保
護

者
の
心
配
は
承
知
し
て
い

る
。
入
所
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
説
明
し
理
解
を
求

め
、
産
前
６
週
、
産
後
８

週
で
対
応
し
て
い
る
。
児

童
福
祉
法
の
中
で
対
応
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

通
園
は
、
保
護
者
の
責

任
に
お
い
て
行
っ
て
頂
き

た
い
。

押
印
廃
止
は
、
県
内
で

も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
慎
重
に
進
め
て
ゆ
き

た
い
。

●
奥
田

周
辺
部
で
は
山

林
の
荒
廃
や
雨
量
不
足
等

に
よ
り
井
戸
水
等
の
出
が

悪
く
な
り
水
質
も
悪
化
し

て
い
る
家
庭
も
あ
る
。
定

住
策
も
含
め
助
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

■
町
長

未
普
及
地
域
は

大
字
あ
る
い
は
集
落
単
位

で
15
地
域
、
人
口
対
応
28･

４
％
に
な
っ
て
い
る
。
共

同
で
の
飲
料
水
供
給
施
設

等
は
法
律
で
技
術
管
理
者
、

あ
る
い
は
、
健
康
診
断
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。
加
入

率
や
財
源
確
保
を
含
め
検

討
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
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中村幸雄議員

危
機
的
状
況
は
回
避

健
全
な
財
政
は
実
現
可
能
か

A �
くい市民病院

全
て
の
政
策

前
向
き
に
検
討

政
策
宣
言
の

実
施
は
確
実
か

A �

楽しく遊ぶ小国保育所園児

奥田正和議員

年
長
児
に
は
継
続
し
承
認
し
て
い
る

保
育
所
中
途
退
所
は
ダ
メ
だ

A �
次
期
過
疎
計
画

で
検
討
す
る

上
水
道
・
簡
易
水
道

の
予
定
の
無
い
地
域

へ
の
取
り
組
み
は

A �



●
永
田

Ｈ
18
年
に
策
定

さ
れ
た
、
世
羅
町
人
材
育

成
基
本
方
針
に
基
づ
き
導

入
さ
れ
た
経
過
結
果
は
。

行
政
評
価
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

■
町
長

管
理
職
員
に
対

し
導
入
を
行
っ
て
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
年
度
末
に
評

価
結
果
が
出
る
。
一
般
職

員
に
対
し
て
は
来
年
度
か

ら
実
施
し
た
い
。
試
行
の

実
施
に
つ
い
て
は
職
員
組

合
と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

行
政
評
価
の
導
入
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
検
討
し
実
施
す
る
。

●
永
田

①
年
末
の
予
算

陳
情
で
成
果
は
あ
っ
た
か

②
年
末
の
上
京
陳
情
を
今

後
も
続
け
る
の
か
③
補
助

金
行
政
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

■
町
長

①
住
民
の
最
も

身
近
な
基
礎
自
治
体
と
役

割
の
重
要
性
な
ど
を
訴
え

る
こ
と
で
成
果
が
あ
る
②

地
域
よ
り
発
展
さ
せ
る
道

筋
と
な
る
限
り
は
続
け
て

ゆ
き
た
い
③
地
方
独
自
に

判
断
し
執
行
で
き
る
施
策

の
展
開
が
可
能
に
な
る
よ

う
要
請
を
続
け
る
。

●
西
田

多
重
債
務
は
個

人
の
問
題
で
あ
る
と
捉
え

る
の
か
、
行
政
が
積
極
的

に
関
与
し
、
町
民
を
多
重

債
務
問
題
か
ら
開
放
す
る

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
暮

ら
し
の
安
心
・
安
全
を
守

る
役
割
を
果
た
す
の
か
、

大
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

本
町
で
は
多
重
債
務
に

関
す
る
相
談
窓
口
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
相
談
者
数
は
。

■
町
長

Ｈ
19
年
４
月
に

生
活
安
全
相
談
窓
口
を
設

置
。相

談
受
理
件
数
は
Ｈ
19

年
に
６
件
、Ｈ
20
年
は
７
件
。

多
重
債
務
問
題
は
、
早

期
に
解
決
す
べ
き
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
、
職
員
の

研
修
会
や
教
養
講
座
を
受

講
さ
せ
、
複
雑
な
相
談
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
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検
討
し
実
施
す
る

人
事
評
価
、
行
政
評
価
は

A �
永田英則議員

学
識
経
験
者
に
よ
る
判
断

手
数
料
、
使
用
料
の
算
出
方
法
は

A �
西田美喜男議員

身
近
な
役
場
へ
相
談
を

多
重
債
務
の
相
談
窓
口
は

A �地
方
財
政
確
立

の
た
め
の
実
行

行
動

年
末
の
上
京
陳

情
の
必
要
性
は

A �
●
永
田

手
数
料
使
用
料

は
低
額
で
あ
る
こ
と
は
当

然
で
あ
る
が
そ
の
算
出
方

法
は
ど
う
か
。

■
町
長

町
の
財
政
事
情

や
受
益
者
の
応
分
の
負
担

の
観
点
な
ど
に
よ
っ
て
適

切
に
決
定
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
今
後
は
学
識
経
験

者
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
機
関
に
お
い
て
、
判
断

を
委
ね
る
べ
き
で
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

さかえ浄水場

自
治
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
に
施
策
を

町
道
の
草
刈
り
ど
う
取
り
組
む

A �●
西
田

町
道
の
草
刈
り

は
高
齢
化
に
よ
り
将
来
を

危
ぶ
む
方
が
多
く
な
っ
た
。

町
と
し
て
対
策
が
必
要

と
考
え
る
が
。

■
町
長

高
齢
者
地
域
へ

の
対
応
は
自
治
セ
ン
タ
ー

を
窓
口
と
し
た
施
策
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
地
区
振
興
会
で

問
題
点
と
し
て
、
高
齢
者

地
域
を
把
握
し
て
も
ら
い
、

そ
の
地
域
の
将
来
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
そ
の
た
め

に
は
何
を
す
る
こ
と
が
、

町
づ
く
り
の
一
助
と
な
る

の
か
を
地
域
で
考
え
て
い

た
だ
き
、
そ
こ
に
行
政
が

ど
う
支
援
で
き
る
の
か
を

議
論
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

多重債務の相談窓口は総務課



●
福
田

イ
ノ
シ
シ
被
害

は
農
作
物
だ
け
で
な
く
、

畦
畔
や
路
肩
、
水
路
に
及

び
、
周
辺
地
域
で
は
生
活

ま
で
が
脅
か
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
農
業
を
基
幹

産
業
と
す
る
な
ら
ば
、被
害

を
こ
れ
以
上
拡
大
さ
せ
な

い
対
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

■
町
長

被
害
の
拡
大
状

況
か
ら
判
断
し
て
、
従
来

ど
お
り
の
対
策
で
は
無
理

だ
と
考
え
る
。

｢

鳥
獣
害
防
止
特
措
法｣

や
県
の｢

イ
ノ
シ
シ
駆
除

対
策｣

を
活
用
し
、
関
係

者
と
協
議
し
な
が
ら
、
新

年
度
に
向
け
、
抜
本
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

●
松
本

国
家
財
政
再
建

の
も
と
地
方
自
治
体
に
権

限
と
、
責
任
が
大
幅
に
拡

大
し
、
財
源
に
お
い
て
も

中
山
間
地
域
に
お
い
て
は

町
税
の
伸
び
も
望
め
ず
、

今
ま
で
財
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
明
る
い

兆
し
が
見
え
て
き
た
も
の

の
、
そ
れ
以
上
に
少
子
高

齢
化
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
望
ま
れ
る
現
状

で
あ
る
。
い
く
ら
福
祉
の

充
実
・
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
と
な
え
て
も
肝
心
な
財

源
が
な
く
て
は
出
来
な
い
。

今
後
企
業
誘
致
を
含
め
、

世
羅
町
の
特
性
を
生
か
し

た
更
な
る
財
源
確
保
の
た

め
の
考
え
を
問
う
。

■
町
長

企
業
誘
致
に
関

し
て
は
、
重
要
な
課
題
と

考
え
る
。
調
査
、
手
法
の

検
討
を
行
い
、
道
路
網
の

整
備
と
合
わ
せ
た
政
策
を

進
め
て
ゆ
き
た
い
。

観
光
の
振
興
に
関
し
て

は
、
観
光
農
園
を
含
め
全

町
公
園
化
構
想
に
よ
る
観

光
振
興
に
努
め
、
そ
し
て

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

農
作
物
に
つ
い
て
は
伸
び

る
傾
向
に
あ
る
が
、
集
落

法
人
の
育
成
、
農
業
外
企

業
か
ら
の
参
入
を
進
め
産

地
基
盤
を
固
め
て
ゆ
く
考

え
で
あ
る
。

ま
た
、
新
た
な
特
産
を

用
い
た
加
工
品
の
開
発
を

進
め
農
家
所
得
の
向
上
を

目
指
し
て
ゆ
く
。
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福田 豪議員

抜
本
的
に
検
討
す
る

イ
ノ
シ
シ
対
策
は

A �
私
の
政
策
宣
言
で
も
あ
る

バ
イ
オ
マ
ス
構
想
の
策
定
は

A �●
福
田

地
球
規
模
で
環

境
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
有
効
・
可
能
と
判
断

さ
れ
る
手

法
は
、
施

策
と
し
て

主
導
し
先

鞭
を
つ
け

る
こ
と
は

当
然
の
責

務
で
は
。

バ
イ
オ

マ
ス
は
民

間
で
も
調

査
研
究
さ

れ
て
い
る
。

町
は
指
導

力
を
発
揮
し
方
向
性
を
示

す
べ
き
で
は
。

■
町
長

バ
イ
オ
マ
ス
利

用
は
何
件
か
の
照
会
が
あ

る
。
補
助
事
業
を
活
用
し

て
事
業
展
開
す
る
に
は

｢

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
構

想｣

の
策
定
が
条
件
に
な

る
。
今
年
度｢

賦
存
量
調

査｣

を
し
、
新
年
度
に
構

想
策
定
し
た
い
。

ま
た
現
在｢

脱
温
暖
化

せ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン｣

を
策
定
中
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
脱
温
暖
化

の
取
り
組
み
を
具
体
的
に

す
す
め
た
い
。

捕獲イノシシ

松本秀治議員

企
業
誘
致
の
体
制
整
備
を
進
め
る

自
己
財
源
の
確
保
は

A �
高齢者向け賃貸マンション建設予定地
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議
会
だ
よ
り
せ
ら
【
12
月
定
例
会
】

■
発
行
・
編
集
／
世
羅
町
議
会
議
長

小
川

信
晃

■
事
務
局
／
広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原
一
二
三
番
地
一�
0
8
4
7
･
2
2
･
4
5
1
1

議議会会をを傍傍聴聴ししててみみまませせんんかか

次回定例会は3月です
詳しくは無線放送でお知らせします｡
またケーブルテレビで本会議の中継をしています｡

合
併
２
期
目
の
議
会
と

な
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
財
政
再

建
に
力
を
そ
そ
い
だ
４
年

間
で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
我
慢
ば
か
り
押
し

つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

多
少
の
明
か
り
は
見
え

て
き
た
も
の
の
油
断
は
許

さ
れ
な
い
状
況
で
す
。

世
の
中
は
、
ア
メ
リ
カ

・
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
に
端
を
発
し
、
百
年

に
一
度
の
大
不
況
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

派
遣
社
員
の
解
雇
、
採

用
内
定
の
取
消
し
な
ど
、

耳
を
疑
う
よ
う
な
報
道
が

飛
び
交
い
先
行
き
が
不
安

に
感
じ
ら
れ
る
毎
日
で
あ

り
ま
す
。

議
会
も
新
体
制
と
な
り

｢

継
続
す
る
世
羅
町｣

を

目
指
し
、
代
表
と
し
て
住

民
の
思
い
を
伝
え
、
実
現

で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
が
議
員
の
使
命
と
し
、

一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん
で

ゆ
く
決
意
で
す
。

そ
し
て
、
我
々
広
報
委

員
は
今
以
上
に｢

読
み
や

す
く
・
わ
か
り
や
す
い｣

広
報
誌
の
作
成
を
目
指
し

ま
す
。

今
後
と
も
忌
憚
の
な
い

ご
意
見
・
ご
感
想
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

����

議会広報公聴
調査特別委員会

委 員 長／福田 義人
副委員長／松本 秀治
委 員／西田美喜男・安佐 長秀

福田 豪・奥田 正和

編集作業風景

世
羅
農
業
公
園
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

指
定
管
理
者
選
定
議
案
が
可
決
さ
れ
、

そ
の
代
表
理
事
の
佐
古
淳
子
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
、
町
内
の
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
お

互
い
の
農
産
物
を
販
売
す
る
こ
と
で

経
営
の
安
定
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

佐
古
さ
ん
は
京
都
出
身
で
、
大
学

卒
業
後
、
酪
農
経
営
を
さ
れ
て
い
た

ご
主
人
と
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

都
会
育
ち
の
佐
古
さ
ん
は
、
最
初

は
農
業
に
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
農

業
改
良
普
及
所
の
生
活
改
善
グ
ル
ー

プ
の
活
動
に
参
加
す
る
ぐ
ら
い
で
し

た
。
Ｈ
６
年
、
県
が
主
催
す
る
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修

参
加
者
の
15
人
に
選
ば
れ
、
メ
ン
バ
ー

の
方
々
の
農
業
に
対
す
る
取
り
組
み

方
、
考
え
方
に
触
発
さ
れ
、
農
業
に

は
、
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル
や
、
や
り

方
が
あ
り
、
努
力
す
れ
ば
結
果
が
出

る
。
農
業
は
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と

に
開
眼
し
、
世
羅
の
地
の
農
業
に
夢

を
描
い
て
活
動
を
続
け
ら
れ
て
、
こ

の
地
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
や
、
外
国

野
菜
の
残
留
農
薬
問
題
な
ど
、
食
の

安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

夢
高
原
市
場
で
は
、
59
団
体
、
千

２
百
人
の
会
員
と
共
に
、
本
当
に
安

全
安
心
な
食
べ
物
を
供
給
し
て
ゆ
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
思
い
を
ひ
と

つ
に
し
、
山
菜
な
ど
を
活
用
し
た
特

産
物
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
安
全
安
心
な
食

べ
物
で
育
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
学
校
給
食
現
場

で
は
、
地
元
の
農
産
物
を
是
非
使
っ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
農
業

を
し
て
い
て
良
か
っ
た
、
ゆ
と
り
が

出
来
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
人
生
に

し
た
い
。

日
々
一
歩
ず
つ
向
上
し
て
ゆ
き
た

い
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

����������������������
農農
業業
をを
しし
てて
いい
てて

良良
かか
っっ
たた
とと
思思
ええ
るる
人人
生生
にに

佐古淳子さん

ファーマーズマーケット




